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故 未 川 博 名 誉 総 長 の 碑 文 に つ い て の 所 感

副支部長  小日切 義雄  |(罐 13年文卒 }

′̀
未来を信じ、大来に生きど'の韓番看雪:る璧たこ労墨音霙響糠彙種を主への崇高な訓辞 であるが、豪妹 すべ

=端的に表示している哲理でもある。それは 人間が人間としての活動を果たす
べき権利と義務―一 この条件を 遂行したところに はじめて人間を 識ると
鮨的に表示している哲理でもある。それは 人間が人間としての活
べき権利と義務 ―一 この条件を 遂行したところに はじめて人間を 識ると
いうことであろう。「新 しき明日 C7y来るを信ずという 自分の言葉に曖はないいうことであろう。「新 しき明日 C7y来るを信ずという 自分の言葉に腫 lla/.Fぃ
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写するよう 不断の努力を続けることが
評要であろうと諭している。さて旧きは、

聖域御所の隣の広小路に また新 しきは、
洛北の衣笠幽麓の学会に於て 修得 した豊
かな学理と技能を活用し、青春の抱資を発

場 し、初心忘 るべからずの信念に徹 し、立

命館の建学の精神を運守 しつつ、母校の隆

昌と 校友会神奈川県支部の発展を 念願
するとともに、立命 の集いの輸を広げ  し
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私 の 学 生 時 代

た ず さ わ っ て

林 静 枝  (昭 43年 経 営 卒 )
事  業 に

男性の中で 四年間ポツンと学んだ私は 卒業以来十余年 日本構の三井鉱
山の子会社で 総務の仕事し 再び澤記学校で学び 求人票で見つけた「社会
薔社法人 薔憂会」に動めています。ここは 部の委議で 公■で運営されて
いる 短期間収容者向けの 婦人保護施設であり、仕事の内容は 三井時代の
経験を生かし 事務二般職です。部では 福社が 非常に発達していることは
知っておりましたが、私達の若い頃と違つて 性に対する考え方も違い ロー
ティーンの 未婚の母や 若 くして結婚に失敗し 自力で生きる事が 出来な
い女性も多い。そこで 都の場人センターを通して 送られて来る人を 収容

男を
生
雪基驚ね雪青詈ftt「籟需想翼著

しています。また、少しでも 自分の
彗の計らいで 内職もさせています。

ここからヽ部の母子景にきられ 一書前だったら 死の道を選ばなければ な
らなかうた人々が 救われています。費生の内には たしかに 一時の快楽、
それも自分で楽しんだ末の甘えた者が 何割かはいますが一その人達も 費生
活を送ることにより、規則正しい生活 及び キ リス ト教精神を 学ぶ事によ
って 入所当事とは違った かなりしっかりした考え方を 身につけて 退景
しています。日本橋で 0・Lを していた頃の私は、福祉一―それは 税金の無駄
使いと思っておりましたが、こういう施設があることによって 現在の日本で
は´教育レベルの低い者、親の力のない人達を 再起させる事が出来ることを
知り、福社の重要性を知りました。また 民間企業に 長く勤めていた私は、
公務員勤判を よく耳にしましたが、

発
事
妻の甕禁

し
存っ署層

の
電讐じを慧憲で 勉強家なのに 潜ろきぎした。まア

なく、職業婦人として 指導助言して下さり、男女差 80をしない意議の高さに
頭が下がります。最後に 仕事を持つ事―― それは多くの人々を知る機会を
得る事であり、自分を成長させる事に 通じると思います .

社 会 福 祉 法 人  慈 愛 会  慈 愛 景  に て

川俣 浩一 (昭53年法卒 )

「立命 知らなきゃ教えましょう
=、
2月中ばに受験して 3月中ばに 上

洛し 書いた所が あ―、京都駅」と歌の文旬にもあるとおり、私が京都駅に
降りたのは昭和 49年 3月でした。あの頃、勉強・遊び 。恋愛、と いくつもの
期待で 駒をふくらませていた自分が 思い出されます。勉強をしたと言える
のは 3回生の後期位のもので、残りは すべて後者にあてられました。
私の学生時代で忘れることのできない事に 日本国際学生協会 (1。 So Al
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いただきに 京都の企業を回って 歩
いたのも、今では楽しい思い出です。京都支部ということで、立命館大学だけ
でなく、同__大学、京都女子大学、平安女子短期大学等の方々と 友人にな
ることができました。このサークルの中で 知 りあった彼女と 3年間程つき
あい、い っしょに 賀茂川をよく歩いたことが、ゃはり 私の学生時代で 最
も 印彙に残ることかも 知れません。



生 時 代 の 想 い 出

武 田 智 敬   (昭 30年 法 卒 )
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っても 二十分たっても 帰 ってこなかった。運砥手に 早く競鮨場に行
くよう 言 う人もいたが、責任者の帰 りを待 `つ た。

こお避ふ 葺雰樽代営:g:i憲 :ら
誰かが おかしいと言い出した。
Dだが、カセットかテープを持ち込ん

で 何時間でもがやがゃ ゃる所だろうが そんなものはない。
寒くなってきた。運転手も おかしぃと言い出して 結局 大津駅 まで
送ってもらい、いゃな思いをして 帰ったものである。旅館、観光バスも
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0会 費 払 い 込 み の お 鼈 い l (会 計担 当  重  谷 )
会員―人一人の会費が 今

秀務蜃曇?御奮秀と
た
選轟l、ま層[F‐ことと 御認識のうえ 轡様

`会費は、年間わずか 2,000月 です。
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通じても 結構です。
こ駅前支店
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(3)現塁馨番
は
雫肇璽身爵普懲

館大学校友会神奈メil県支部」

〒221横浜市神奈り|1区鶴屋町2=21-9
三善ビル 東亜興産 (株)横浜支店内
浜 田 平 穂

※ 58年 度分納入された方は、本年度会費は 結構です。
○ 花 嫁 求 む  !
・高校教員   50年 文 卒  31オ

詳細倉櫨 館大』轟曇膚賢雪翫事雰菖1で。
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04月 の 例 会 に 出 席 し て

・ 4月 17日 (日 )A.‖ :1:30 東京都美徳

“

ロピー (上野)に集合、
書の「美籍儘賞会」を 行ないました。あいにく 姜日、層晨晨だったこ
と。集合時綺が 早すぎたこと。

一
今●のコ■は 残しながらも 威桑 :

をあげました。参加は 8名。来年度は、より曇滉にしたいと 思ってい
ます。3El支澤長のモダンアー ト展をはじめ 5つの展示会場を 見るこ
とができ、●喘しています。    山下 保   く日50年文卒 )

・ 4月 17日 、日曜日。天気は合憎、雨.恒日の露二回優会が 行なわれた
。今回は勝田支部長の招待による 羮衛曖費会。所は 上野の東京都羮術
鶴。「この絵は むずかしすぎる。」「 この螢は 私の好みの綸だ。」
「この影刻は 面白い。」彗々……。一僣から二贈へ 又、船日の会場か
ら膨刻の会46へと 場がすすみ 話もはずむ。数ある作品の中から やィ
とのことで 勝田先輩の作品を発見。全員 再集合して ハイ、ポーズ。、
ォッと ここぼ 写真撮影曇上では ?あれ0こ れやとあるうちに 時間だ
けは 刻々と。短い一時でしたが 日頃のス トレス解消として 楽しく
過すことが できました。     長浜 睡文   (田 54年経卒 )

05月 の 例 会 に 出 申 し て

・ 5月 8日 {日 )午後 2聴
田中伊三《先輩を囲んでの

例会が始まった。京都での

中チ|1小十郎先生や末川博先

生との運命的な出会いなど

身上話を  いろいろなエピ
ソー ドを交えながら面白お

かしく話 して下さった。

常に餞実 と精一杯の努力

とで物事に取組んでこられ

た先輩 の偉大さを更めて知
り、かつ人生の指針をも与

i蔓 :｀告写撃
=鸞
墨輝にξ

言及されたが、「正は正、
悪は悪」との厳しくも賄確
な姿勢に対し、彼の人格と
立派な足跡 。高い見餞の調
和あるが由に参加者‐同、

瀬群
田
中
曇
種
が
駆
鴛

強い感銘を受け共感を覚えたものである。様々な質問の尽きぬまま、大
変楽しかった座議会も終わった。   橋本 卓口  (露46年壼社率 )

日  集  後  記
。名簿の輝築もようやく一段藩つき、 83年夏も やっと一思つくことが
できそうです。支部発足から 薔実に力をたくわえているこの頃です :
。́ともかく、「 りつめい」神奈りi: 第二号の発行にこきつけ 鋼築委員―‐
同、ほっとしています。舞三号の私 Fズな発行のため、F会長各位の自
由な薇綺をお■い致します。

(武田、横野、出下、川俣、長浜、長谷
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